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連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

実施内容

実施内容

実施内容

１)成功シナリオを確実に実施するための具体的な実行計画を作成します。
２)計画手順に従って、粘り強く着実に実施します。
３)実施事項と得られた結果の対応がつかめるように実施するか、もしくは攻め所に対しての有効性を把握し
　 ながら実施します。

　第６回に引き続き、課題達成型ＱＣストーリーの概略を解説します。

　手順４で選定した成功シナリオの各実施事項について、実行計画を作成し、計画に沿って粘り強く実施し
ます。成功シナリオを実施した後に、攻め所に対しての有効性も確認しておくことをお薦めします。

（次ページへつづく）

手順５　成功シナリオの実施

　手順6の効果の確認において目標が達成できていることを確認できたら、効果が元に戻らないように、効果
のあったシナリオ（実施事項）を維持・管理する方法を検討・実施し、効果が維持できていることを確認し
ます。

手順６　効果の確認
　手順５において実行計画を実施した結果を確認します。目標の達成度合いだけでなく、副次効果（ねらっ
ていた直接効果以外の効果）も確認します。問題解決型ＱＣストーリーと同様に、有形効果と無形効果を確
認します。

１)有形効果の確認を実施します。
　 ・テーマの目的とした特性が目標を達成したかどうかを確認します。
　 ・副次効果（ねらっていた直接効果以外の効果）を確認します。
２)無形の効果すなわち、ＱＣサークル活動の目的でもあるサークルの成長や個人の成長について評価し、把
　 握します。

手順７　標準化と管理の定着

１)効果のあったシナリオ（実施事項）について、維持・管理するためのやり方・しくみを決め、標準書・規
　 定・マニュアルなどを制定あるいは改訂します。
２)周知徹底します。
　 ・関係者に実施時期や切替時期を周知します。
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 　・実施者が正しく理解し、確実にできるように、教育・訓練します。
　 ・今後、新たに関係する人（新入社員、職場異動者など）に対して、どのように教育・訓練を展開していく
　　 かも明確にしておきます。
３)維持状況を確認していきます。
　 ・標準化の実施状況をチェックします。
　 ・効果（目的）が維持していることをデータで確認します。

　表５に標準化と管理の定着のまとめ方の一例を示します。ここでのポイントは、成功シナリオ実施内容ごと
に、５W１Hで展開していることです。なお、Whyの部分に標準化・周知徹底・維持管理という目的を採用し
ています。
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